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世界遺産学学位プログラム（博⼠前期課程）
Master's Program in Heritage Studies

■ 修⼠（世界遺産学）
■ Master of Heritage Studies

⼈材養成⽬的 / Program Educational Objectives
世界の⽂化遺産・⾃然遺産が直⾯する問題の所在を政治・経済・社会・⾃然環境など様々な側⾯から総合的
に把握し、その保護のための課題を解決する理論・技術を習得し、世界遺産条約に基づく世界遺産はもとよ
り、広く国内外の⽂化遺産・⾃然遺産の保護に貢献できる⾼度専⾨職業⼈を育成する。

養成する⼈材像

⽂化遺産・⾃然遺産の保護と評価のための理論、⽂化遺産・⾃然遺産の管理・修復のための技術、
⽂化遺産・⾃然遺産が直⾯している問題の所在を総合的に把握し、国際社会が⽬指す⽬標との関
係において課題を的確に設定し、解決できる能⼒を有し、⽂化・⾃然遺産の保護のため、⼀般社
会の広範な領域にまたがる関係者と⾃在に交渉することができるコミュニケーション能⼒を持つ
⼈材を育成する。

修了後の進路
博⼠後期課程への進学。国や地⽅公共団体の職員、研究員等。⽂化遺産保護・国際協⼒分野の公
的機関やコンサルタント関連企業及びマスコミ各社等の職員、研究員  ほか
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学位授与の⽅針 / Diploma Policy
筑波⼤学⼤学院学則及び関係規則に規定する博⼠前期課程の修了の要件を充⾜したうえで、次の知識・能⼒
を有すると認められた者に、修⼠（世界遺産学） の学位を授与する。

知識・能⼒

コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

1. 知の活⽤⼒：⾼
度な知識を社会
に役⽴てる能⼒

① 研究等を通じて知を社会に役⽴てた
（または役⽴てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専⾨分野以外
でも問題を発⾒することができるか

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

2. マネジメント能
⼒：広い視野に
⽴ち課題に的確
に対応する能⼒

① ⼤きな課題に対して計画的に対応す
ることができるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決す
る能⼒はあるか

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

3. コ ミ ュ ニ ケ ー
ション能⼒：専
⾨知識を的確に
分かりやすく伝
える能⼒

① 研究等を円滑に実施するために必要
なコミュニケーションを⼗分に⾏う
ことができるか

② 研究内容や専⾨知識について、その
分野だけでなく異分野の⼈にも的確
かつわかりやすく説明することがで
きるか

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

4. チ ー ム ワ ー ク
⼒：チームとし
て協働し積極的
に⽬標の達成に
寄与する能⼒

① チームとして協働し積極的に課題に
取り組んだ経験はあるか

② ⾃分の研究以外のプロジェクト等の
推進に何らかの貢献をしたか

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

5. 国際性：国際社
会に貢献する意
識

① 国際社会への貢献や国際的な活動に
対する意識があるか

② 国際的な情報収集や⾏動に必要な語
学⼒を有するか

World Heritage and Civil Participation
（世界遺産と市⺠参加）、国際インターン
シップ、海外留学、海外学会発表など

6. 共 通 知 の 活 ⽤
⼒：⽂化・⾃然
遺産保護に共通
する知識を社会
に役⽴てる能⼒

⽂化・⾃然遺産の保全に関する幅広い
知識を社会に役⽴てようとしているか。

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

7. 専 ⾨ 知 の 活 ⽤
⼒：⽂化・⾃然
遺産に関する⾼
度な知識を社会
に役⽴てる能⼒

⽂化・⾃然遺産の保全に関する専⾨的
知識を社会に役⽴てようとしているか。

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど
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知識・能⼒

コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修
8. 共通技能の活⽤

⼒：⽂化・⾃然
遺産保護に共通
する課題の解決
に対応する能⼒

⽂化・⾃然遺産の保全のため、広い視
野から問題解決に取り組むことができ
るか。

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

9. 専⾨技能の活⽤
⼒：⽂化・⾃然
遺産保護の専⾨
的課題の解決に
対応する能⼒

⽂化・⾃然遺産の保全のため、専⾨的
能⼒を活かして問題解決に取り組むこ
とができるか。

世界遺産論、世界遺産特別演習、世界
遺産特別研究、インターンシップなど

10. 国際実践⼒：国
際的視野を持っ
て、⽂化・⾃然
遺産の保護に取
り組む意識

⽂化・⾃然遺産の保全のため、国際社
会に貢献する意欲と語学⼒を⾝につけ
たか。

World Heritage and Civil Participation
（世界遺産と市⺠参加）、国際インターン
シップ、海外留学、海外学会発表など

学修成果の
評価に関す
る⽅針

学修成果の評価は「修⼠論⽂採点表」に基づく複数回にわたる段階的な評価、以下の段階毎に学位授与
の⽅針に基づくコンピテンスの修得状況を客観的に確認し評価する。
第⼀段階（1 年次秋学期）：修⼠論⽂構想会において、全教員がルーブリックに基づく採点を⾏う。
第⼆段階（2 年次秋学期）：修⼠論⽂個別審査において、主査・副査（2 名）がルーブリックに基づく採
点を⾏う。
第三段階（2 年次秋学期末）：修⼠論⽂発表会において、全教員がルーブリックに基づく採点を⾏い、教
育会議において全教員による最終達成度審査を⾏う。
加えて、開設している各科⽬が提供する知識や能⼒向上の観点を明確にし、学⽣が修業した科⽬によっ
て得られた知識・能⼒の評価を基底とし、修了要件以外の履修科⽬の他、学会発表や学外調査、インター
ンシップ等の多様な社会的活動についても、それぞれの活動に応じた知識・能⼒の向上を考慮し、総合
的に評価を⾏う。
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学位論⽂に
関する評価
の基準

（修⼠論⽂審査）
1. 修⼠論⽂審査専⾨委員会は、主査 1 名、副査 2 名により組織する。3 名のうち、主査を含む 2 名は

世界遺産学学位プログラムの専任教員とする。
2. 修⼠論⽂審査専⾨委員会の主査・副査全員出席のもと、個別審査を⾮公開で⾏う。ただし、他の教

員等の参加の必要がある場合には、主査・副査の協議により、その取り扱いを決定する。個別審査は、
通常 1 回とするが、必要がある場合には、主査・副査の協議により複数回⾏うことができる。個別
審査では、主査・副査全員の合意により合格、不合格を決定する。

3. 公開審査では、個別審査の結果を踏まえて、学位プログラム教員全員により審査を⾏い、合否判定
は専任教員会議において決定する。病気等やむを得ない事情により、公開審査会を⽋席した学⽣の
取り扱いは、専任教員会議において協議する。

（評価基準）
1. 世界遺産学の修⼠論⽂として適切なテーマが設定されていること（問題意識・課題設定）
2. 先⾏研究を踏まえた論⽂の位置づけが明確であること（研究の位置づけ）
3. 課題にふさわしい研究⽅法が選択されその論拠が信頼できるものであること（研究⽅法、論拠の信

頼性）
4. 論旨展開が⼗分で、全体に⼤きな⽭盾がないこと（論⽂の構成）
5. 研究の実施および結果の公開において倫理的な問題がないこと（倫理）

（評価項⽬）
1. 独創性：導⼊した概念や⽅法、発⾒した事実や法則のいずれかが新規であること。既知の⽅法の改良、

異なる分野からの応⽤等を含むこと。
2. 萌芽性：研究の着⼿段階であるが、新規な発想、着想に基づく研究で今後の発展の可能性の⼤きな

ものであること。
3. 発展性：従来の定説を変え得る新事実の解明、あるいは新しい研究領域や研究体系・技術体系の開

拓等の契機と成り得るものであること。
4. 有⽤性：技術の向上、あるいは実⽤上、学術上に価値のある有⽤な情報を提供するものであること。

教育課程編成・実施の⽅針 / Curriculum Policy
世界遺産のみならず⽂化財の保存・修復、⽂化・⾃然遺産の保全、遺産地域のプランニングとマネジメント
に関する幅広い知識と専⾨的な能⼒を⾝につけるため、実践的かつ学際的な学修課程を編成する。

教育課程の
編成⽅針

 Ƭ ⼤学院⽣全員が履修すべき必修科⽬とそれぞれの専⾨技術を⾝につけるための選択科⽬に分類
し、効率的な履修ができよう教育課程を編成する。

 Ƭ 選択科⽬群については、国際遺産学、遺産の評価と保存、遺産のマネジメントとプランニング
の 3 分野に分類し、⼤学院⽣の専⾨性に合わせてバランスよく単位を取得することができるよ
うに配慮する。
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学修の⽅法
特⾊的な教育

 Ƭ 1 年次では、必修科⽬「世界遺産論」において各々の研究計画を発表するともに、必修科⽬「世
界遺産特別演習」において指導教員から指導を受けつつ、1 年次末に研究計画をまとめる。

 Ƭ 1 年次から 2 年次にかけて、国際遺産学、遺産の評価と保存、遺産のマネジメントとプランニ
ングの各分野の選択科⽬の中から、⼤学院⽣の専⾨に応じた授業・演習を履修する。

 Ƭ 2 年次では、必修科⽬「世界遺産特別研究」において指導教員から指導を受けつつ、修⼠研究
中間発表⾏い、他分野の教員からの助⾔も受けながら、最終的に修⼠論⽂をまとめる。

⼊学者受⼊れの⽅針 / Admission Policy

求める⼈材
世界遺産の保護管理や活⽤のみならず、多様な⽂化の交流と継承に関する国際協⼒、⽣物多様性
をはじめとする地球環境への取り組み、観光を含む地域振興の取り組みなどに対して、幅広い関
⼼を有し、研究活動に必要な学⼒と資質を備える学⽣を求める。

⼊学者選抜⽅針
⼊学者の選抜は、外国語（英語） の提出スコアならびに⼝述試験に基づき、世界遺産学に必要な、
語学⼒、基礎的な専⾨知識、研究能⼒を総合的に評価する。

学修⽀援体制 / Learning Support Framework

学修⽀援

専⾨的知識の習得と実践的な課題解決に寄与する修⼠論⽂の作成を最終的な課題とした学修を効
果的に実施するために、既往⽂献や研究の収集や整理、論⽂の構造的理解と執筆⽅法、ヒアリン
グやアンケートをはじめとする調査⼿法、図表作成のソフトウェアの使⽤⽅法やプレゼンテー
ション技術、データの分析技法（統計・GIS・3D 計測等）、学術雑誌への投稿にかかる技術⽀援
等を実施する。また、学位プログラム HP に「学⽣による研究業績」ページ作成して学⽣の研究
業績を公開し、学⽣による論⽂投稿のモチベーション向上を図る。

学⽣同⼠の
交流機会

学年や研究室の垣根を超えた学⽣交流の機会として、各専⾨分野に対する集約的な学修の機会を
設け、グループワークとそれに伴うピアレビューを⾏っている。また関連する他⼤学の研究室等
を含む合同研究発表会や学外演習の機会を多く設け、視野と関⼼を広げるとともに、⾃⾝の専⾨
性を明確にする機会とし、学習習慣やモチベーションの向上を図っている。さらに、⽇本⼈学⽣
と留学⽣の交流を促進するために、グループワークやピアレビュー活動を通じて、異⽂化理解や
協働スキルの機会を積極的に設けている。

教員との交流機会

学内での授業や研究指導に加え、多数の学外での複数⽇に及ぶ演習の機会を設けることで、学⽣
の⼈格形成にも資する学⽣との交流や対話の時間を設けている。また、主指導教員だけでなく副
指導教員を設定し、他ゼミへの参加も認めている。指導教員以外の教員とも相談しやすい環境を
設けることで、学際的・複眼的な視点からの学修⽀援を⾏っている。
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教育の質の保証と改善の⽅策 / Approaches to Assuring and Enhancing Educational Quality
教育会議において、学⽣の学修成果の評価結果およびコンピテンスを⽤いて、教育課程の妥当性や指導の適
切性を検証する。修⼠論⽂の作成にあたっては、段階的な発表の機会と、他分野教員からの指導助⾔を含む
機会を設け、評価を⾏うことで教育の質的向上と幅広い学問的視野の獲得ができるように設計されている。
また、教員の FD 活動において、シラバスの相互点検と各科⽬の指導内容のバランスや包括性を確認し、カ
リキュラムの⾒直しや授業内容の更新を適宜⾏う。
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